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■第2ステップ
・第1ステップ（等価容量による判定）でPo［KVA］の値が限度値［KVA］と⽐較して［⼤］となる場合は、
第2ステップに進みます。

・第2ステップでは、⾼調波流出電流を算出して判定する作業です。
通常、第5次⾼調波と第7次⾼調波を簡易計算で計算します。
機器からの⾼調波発⽣電流に［最⼤稼働率］と［ビルの規模による補正率］を考慮した値を
⾼調波流出電流とします。

A） 個別機器の⾼調波発⽣電流を計算する。
1） 機器の定格⼊⼒から求めた定格⼊⼒電流（受電電圧換算値）を計算。

定格⼊⼒電流（受電電圧換算値）［A］
＝（定格⼊⼒容量［KVA］ / √3×受電電圧［KV］） ［mA］

＊該当する機器について、すべて計算します。

2） ⾼調波発⽣電流を計算する。
機器の第n次⾼調波発⽣電流［A］　（Inj）
＝定格⼊⼒電流（受電電圧換算値）［A］×（第n次⾼調波電流発⽣量［％］/100）

＊第n次⾼調波電流発⽣量は、個別機器の⾼調波電流発⽣量に⽰す回路分類毎の
「⾼調波電流発⽣量」の値を⽤います。
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＊最⼤稼働率［K］の値は、
ビル⽤設備インバータ等の最⼤稼働率（設備　種類別）を適⽤します。

B） ⾼調波流出電流を計算する。
・需要家の契約電⼒相当値［KW］からビルの規模による補正率βを求めます。
第n次⾼調波流出電流
Σ（Inj×Kj）×β ［mA］ … ［機器の最⼤稼働率が把握できる場合］
Inj ︓ 機器の第n次⾼調波発⽣電流
Kj ︓ 機器の最⼤稼働率

C） ⾼調波流出電流を計算する。
需要家が ・⾼圧受電である。

・進相コンデンサが、全て直列リアクトル付である。
の条件を満⾜する場合は、
第5次⾼調波流出電流に対する低減係数　（=0.7）
第7次⾼調波流出電流に対する低減係数　（=0.9）

が適⽤することができます。

D） ⾼調波流出電流による判定
a） 上限値の計算

受電電圧により、契約電⼒相当値1KW当たりの
⾼調波流出電流の上限値［mA/KW］は、ガイドラインによります。
受電電圧6.6KVの場合
第5次　＝　3.5 第7次　＝　2.5 第11次　＝　1.6

です。
第n次⾼調波流出電流が、
第n次⾼調波流出電流上限値より［⼩］となる場合は、検討終了となります。
第n次⾼調波流出電流　＜　第n次⾼調波流出電流上限値

b） 判定
第n次⾼調波流出電流　＞　第n次⾼調波流出電流上限値 …検討終了 となります。
第n次⾼調波流出電流　＜　第n次⾼調波流出電流上限値 …⾼調波流出電流の詳細計算

となります。
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